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１.地域ケア推進会議テーマ・課題一覧

開催者 課題

鶴川圏域

発災があった時を想定した実効性のあるＢＣＰの策
定、他事業所との連携体制構築にあたり、地域の避
難所の実情について理解を深める。

町田圏域

・独居高齢者が増え、将来望む生活について、家族
や身近な人と共有ができていないケースが多い。
・ACPに対し、ハードルが高いイメージを持っている専
門職が多い。
・元気なうちから、楽しみ・生きがい・こだわりなどを断
片的であっても記録に残す、生き方や希望をもっと気
軽に話しあえる機会や関係性が必要である。
・支援者がACPを意識した関りを持つことでもっとACP
を普及していくことができるのではないか。

町田第2

いつ起こるか分からない緊急搬送時に、住民が自分
自身の必要な情報を救急隊員に伝える準備ができて
いない。

2024年10月～2025年1月に開催された地域ケア推進会議

テーマ

「大災害発生！オール鶴川で乗り換り切るために
私たちにできることは？」

ACPを自分ごととしてポジティブにとらえてもらうために、
支援者としてできることを考える

できることから始めよう
～緊急時への備え～


